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森 の国だより

町
制
60
周
年
記
念
事
業

愛
媛
県
植
樹
祭

５
９

　５月９日㈯、町制60周年記念
事業の一環として愛媛県植樹祭
が松野中学校で行われました。
　この催しは、縁化思想の普及
啓発や緑化運動の推進を図り、
かけがえのない緑を後世に受け
継いでいくことを目的に行われ
たもので、当日は、県内関係者
ら約350人が参加しました。
　式典では、目黒緑の少年隊、
他２団体によるみどりを大切に
思う気持ちや日頃の熱心な活動
が感じられる力強い入場行進が
行われた後、2015年度準ミス日
本　秋山果穂さん（みどりの広
報大使）による「緑の募金」呼
びかけや「緑の羽根」着け式が
行われました。
　秋山さんは、農林水産大臣か
ら「みどりの広報大使」を任命
され、豊かな緑を守り育て、木
の文化を尊び、木々との触れ合
いなどを通じて緑への親しみを
広める活動を行っており、秋山
さんの森林に対する強い呼びか
けに対し、会場は盛大な拍手で
応えました。
　また、目黒緑の少年隊による
林業教室や植樹など、自然保護
活動の様子について発表が行わ
れ、参加者はじっと耳を傾けて
いたようです。
　校庭では、モモ、ユズ、ウメ、
フィリフェラオーレアの木々が
関係者らにより植樹され、関係
者の中には、「木々の成長が楽し
みだ。いつか成長ぶりを見に来
よう。」などといった声も聞かれ、
個々の思いを木々に託し植樹し
ていたようです。
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森 の国だより

消
防
団
春
期
訓
練
会

５
10

　

５
月
10
日
㈰
、
松
野
町
消
防
団
春
期
訓
練
会
が
実
施
さ
れ
、
岡

本
団
長
以
下
１
１
７
人
の
団
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
会
は
、
７
月
26
日
㈰
実
施
予
定
の
「
森
の
国
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
で
披
露
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

「
は
し
ご
操
法
」
と
虹
の
森
公
園
の
河
川
水
利
を
利
用
し
た
中
継

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
し
ご
操
法
で
は
、
は
し
ご
を
ト
ビ
だ
け
で
操
り
規
律
あ
る
動

き
の
中
、
様
々
な
形
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
中
継
訓
練
で
は
、

有
事
の
際
に
誰
も
が
ポ
ン
プ
の
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
、
元
・
中
・

先
い
ず
れ
の
位
置
の
ポ
ン
プ
で
も
操
作
が
で
き
る
よ
う
鬼
北
消
防

署
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
、
現
場
で
の
円
滑
な
操
作
を
行
う
上
で
有

効
な
も
の
で
、
訓
練
参
加
者
も
真
剣
な
表
情
で
ポ
ン
プ
操
作
や

ホ
ー
ス
の
延
長
・
撤
収
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

滑
床
山
開
き

４
24

　

４
月
24
日
㈮
、

滑
床
渓
谷
森
の
国

発
祥
の
碑
前
で「
滑

床
山
開
き
」
の
神

事
・
式
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
が
心
地
よ

く
揺
れ
る
な
か
、

環
境
省
、
愛
媛
県
、

愛
媛
森
林
管
理
署
、

宇
和
島
市
、
㈱
共

立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

滑
床
を
愛
す
る
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
国

ネ
ッ
ト
、
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
、
㈱
フ
ォ
レ
ス

ト
キ
ャニ
オ
ン
、目
黒
緑
の
少
年
隊
（
松
野
南
小
学
校
児
童
）、

町
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
、
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
来
訪
者
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　

神
事
で
は
、
渓
谷
内
で
体
験
活
動
を
行
う
団
体
が
お
祓

い
を
受
け
、
関
係
者
ら
が
玉
串
を
捧
げ
た
ほ
か
、
松
野
南

小
学
校
児
童
に
よ
る
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
の
放
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
渓
谷
で
人
気
の
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
」
の
披
露
も
行
わ
れ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

飛
び
込
み
に
参
列
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
愛
媛
森
林
管
理
署
の
み
な
さ
ん
を
講
師
に
南
小

学
校
緑
の
少
年
隊
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
が
開
催
さ
れ

自
然
で
遊
ぶ
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

滑
床
自
然
観
察
登
山

５
３

　

５
月
3
日
㈰
、
中
央
公
民
館
主
催
で
春
の
滑
床
自
然
観

察
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
町
内
外
か

ら
滑
床
フ
ァ
ン
17
人
が
参
加
し
、
滑
床
を
愛
す
る
会
の
藤

井
勝
氏
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、
一
行
は
猪
の
コ
ル
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
八
面
山
、
赤
滝
山
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

道
中
、
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
広

葉
樹
や
し
ゃ
く
な
げ
の
観
察
、
山
頂
か
ら
見
え
る
展
望
美

を
堪
能
し
下
山
し
ま
し
た
。

　

鬼
ヶ
城
山
系
は
四
季
折
々
、
違
っ
た
表
情
を
見
せ
、
何

度
訪
れ
て
も
登
山
者
を
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま

す
。
中
央
公
民
館
で
は
、
春
と
秋
に
登
山
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察
登
山
で
森
の
国
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
四
月
投
句
分

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

囀
や
古
里
日
和
と
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

入
学
の
子
背
に
弾
む
ラ
ン
ド
セ
ル 

伊
藤　

富
子

百
歳
の
媼
訪
ね
し
花
の
宿 

岡
本　

京
子

余
生
ま
だ
仕
事
の
多
し
な
す
を
植
え 

金
谷　

恵
子

黍
の
種
播
く
や
万
倍
日
を
選
び 

金
谷　

重
子

揺た
ゆ
た
い蕩
つ
流
れ
に
の
り
ぬ
落
椿 

金
谷　

文
恵

母
さ
ん
の
手
作
り
弁
当
雛ひ
な

祭
り 

駒
山　

忠
夫

春
浅
し
倉
庫
に
掛
か
る
鳩
時
計 

谷　

き
よ
し

百
軒
の
村
懐
に
山
笑
ふ 

布　
　

康
江

一
人
去
り
ひ
と
り
入
学
吾
が
母
校 

ひ
の
た
い
ら

過
ぎ
し
日
の
記
憶
を
辿
る
朧
月 

山
下
ス
ミ
子

春は
る

霞が
す
み

瀬
戸
の
小
島
も
大
橋
も 

 

赤
松　

午
子

登
校
も
下
校
も
一
人
木
の
芽
晴 

稲
谷
キ
ミ
子

草
餅
は
す
で
に
売
り
切
れ
里
の
家 

上
田
美
智
子

散
歩
道
し
だ
れ
桜
と
昼
の
月 

岡
本　

三
葉

杖
な
し
で
歩
け
ぬ
身か
ら
だ体
つ
つ
じ
燃
ゆ 

竹
内
サ
ダ
子

葛
句
会
　
四
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
四
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

５
月
11
日
㈪
か
ら
５
月
20
日
㈬
ま
で
の
10
日
間
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
思
い
や
り

　

ゆ
と
り
は
無
事
故
へ　

つ
づ
く
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
国
各
地
で
諸
行
事
が
行
わ
れ
る
な
か
、
町
で
は
、

宇
和
島
警
察
署
鬼
北
交
番
、
鬼
北
交
通
安
全
協
会
、
松

野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
交
通
安
全
指
導
員
、
松
野

町
交
通
安
全
母
の
会
、
松
野
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

の
協
力
を
受
け
、
安
全
運
動
期
間
中
、
交
通
安
全
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
初
日
の
11
日
は
、
自
動
車
パ
レ
ー
ド
の
出

発
式
を
虹
の
森
公
園
で
行
い
、
併
せ
て
大
門
橋
交
差
点

で
人
の
輪
作
戦
を
実
施
し
、
ま
た
、
13
日
㈬
に
は
町
内

保
育
園
児
に
よ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
配
付
が
行
わ
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
運
動
期
間
初
日
の
５
月
11
日
で
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
が
１
，
３
８
６
日
と
な
り
、
今
後
も
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
記
録
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

松丸保育園

吉
野
生
保
育
園
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
毛
利
　
利
昭
　
　
85
歳

吉
　
野
　
佐
野
　
京
子
　
　
85
歳

目
　
黒
　
谷
口
　
公
夫
　
　
64
歳

延
野
々
　
友
　
タ
ヨ
子
　
　
67
歳

豊
　
岡
　
稲
谷
タ
ミ
コ
　
　
96
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

森
口
　
良
人
　
　
松
野
町

笹
井
　
　
卓
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2,028世帯（－２世帯）

総人口　4,205人 （－６人）
男1,988人　女2,217人
（４月中の異動）

　　○出　生　３人　○死　亡　７人
　　○転　入　21人　○転　出　23人

平成27年４月30日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
猪
野
木
　
厚
　
結ゆ
い

　
菜な

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
愛
美

富
　
岡
　
西
川
　
典
宏
　
蒼そ
う

　
真ま

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
久
美
　
叶と
う

　
真ま

　
　
男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

史
跡
見
学
会
〜
河
後
森
城
の
植
生・

景
観
調
査
〜
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

４
月
25
日
㈯
、
史
跡
見
学
会
〜
河
後
森
城
の
植
生
・

景
観
調
査
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
の
よ
り
よ
い
整
備
と

活
用
を
め
ざ
し
て
、
城
内
の
植
生
や
城
内
外
の
景
観
に

つ
い
て
専
門
家
を
交
え
な
が
ら
協
議
す
る
と
い
う
も
の

で
、
参
加
者
と
一
緒
に
整
備
に
つ
い
て
考
え
る
公
開
型

の
調
査
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
後
、

史
跡
現
地
に
移
動
し
て
平
成
26
年
度
環
境
整
備
工
事
箇

所
の
視
察
、
新
城
地
区
に
自
生
す
る
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
生

育
状
況
の
観
察
、
本
郭
か
ら
城
内
外
へ
の
景
観
観
察
等

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、
新
城
の
曲
輪
上
に

自
生
す
る
オ
ン
ツ
ツ
ジ
に
つ
い
て
は
、
遺
構
の
保
護
や

整
備
に
伴
う
今
後
の
対
処
方
法
等
を
専
門
家
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
協
議
し
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
㈭
、
平
成
27
年
度
第
１
回
戦
国
の
食
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

河
後
森
城
跡
で
は
、
中
心
に
あ
る
本
郭
か
ら
城
内
で

最
大
級
の
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
建
物
跡
で
は
、
飲
食
を
伴
う
儀
式
・
儀
礼
が
執
り
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
に

は
た
く
さ
ん
の
料
理
が
出
さ
れ
、
能
な
ど
の
芸
能
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
等
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
儀
式
・
儀
礼
を
復
元
す
る
た
め
に
発
足

し
た
の
が
「
戦
国
の
食
学
習
会
」
で
す
。

　

学
習
会
で
は
、
文
献
等
か
ら
戦
国
時
代
の
儀
式
・
儀

礼
に
出
さ
れ
て
い
た
料
理
や
食
材
を
研
究
し
、
実
際
に

調
理
実
験
を
行
っ
て
戦
国
御
膳
の
復
元
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
料
理
だ
け
で
な
く
、
料
理
に
使
わ
れ

て
い
た
道
具
や
儀
式
・
儀
礼
に
お
け
る
場
や
装
い
の
勉

強
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
の
活
動
計
画
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

  「
戦
国
の
食
」学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

ツツジ開花状況

現地協議の様子

これまでにつくった戦国復元御膳

料理実験の様子
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
山
﨑
ル
リ
子
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
法
律
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員
、
弁
護
士

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

「
え
ひ
め
夢
提
案
」制
度
　
春
の
提
案
募
集

　

県
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
し
た
い

と
き
に
、
県
の
規
制
緩
和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
う
「
え
ひ
め
夢
提
案
」
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈫

【
応
募
方
法
】所
定
の「
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
」に
記
入
の
う
え
、

Ｅ
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
提
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
地
域
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
３
５

「
愛
顔（
え
が
お
）」あ
ふ
れ
る
感
動
の

エ
ピ
ソ
ー
ド・写
真
募
集

　

愛
と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た
「
愛
顔
（
え
が
お
）」。

　

県
で
は
７
月
31
日
㈮
ま
で
の
間
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
感
動
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
及
び
写
真
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
】

● 

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

● 

応
募
規
定
：
日
本
語
で
８
０
０
字
以
内

　
（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先
：
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

【
写
真
部
門
】

●
愛
顔
の
写
真
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

●
応
募
規
定
：
５
Ｍ
Ｂ
以
下
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
で
応
募

　
（
フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
も
可
）

● 

問
い
合
わ
せ
先
：
（
学
）
河
原
学
園
学
園
本
部
「
愛
顔
の

写
真
館
え
ひ
め
」
作
品
募
集
係

　

☎
０
８
９
・
９
４
３
・
５
３
３
３

農業委員会だより（６月号）
　

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
地
図
上
で
農
地
の
所

在
や
面
積
、
地
目
な
ど
の
基
本
情
報
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
農
地
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

し
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
画
面
上
で
誰
で
も
農
地
の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
新
し
く
農
業
を
始
め
る
人
や
農
業

の
規
模
拡
大
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

所
有
者
や
耕
作
者
の
氏
名
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
は
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
農
地
を
管
轄
す
る
農
業

委
員
会
事
務
局
で
確
認
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://

w
w
w
.alis-ac.jp/

）
を
入
力
す
る
か
、「
全
国
農
地
ナ

ビ
」
で
検
索
し
て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
1
1
1
4

農
地
台
帳
の
情
報
の
一
部
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

 

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平
成
27
年
度
の
年

度
更
新
が
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
手
続
期
間
】
６
月
１
日
㈪
か
ら
７
月
10
日
㈮

　

手
続
き
は
、
お
早
め
に
‼

　

な
お
、
電
子
申
請
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。http://w

w
w
.e-gov.go.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

又
は
、
宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署　

☎
22
・
４
６
５
５
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
　
ご
愛
顧
感
謝

デ
ー
　
〜
あ
り
が
と
う
感
謝
祭
〜

　

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
で
は
、
日
頃
か
ら
の
皆
様
の
ご
愛
顧

に
感
謝
を
こ
め
て
「
あ
り
が
と
う
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
温
か
い
心
で
、
温
か
み
の
あ
る
温
泉
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
ご
愛
顧
感
謝
イ
ベ
ン
ト
】

● 

６
月
１
日
㈪
は
、
ご
愛
顧
感
謝
デ
ー
と
し
て
、
皆
様
に
１

０
０
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
！

● 

ご
愛
顧
感
謝
週
間
と
し
て
、
期
間
中
（
６
／
１
〜
６
／
７
）

に
「
回
数
券
（
11
枚
綴
）」
か
「
ご
贈
答
用
入
浴
券
（
10
枚

セ
ッ
ト
）」
を
ご
購
入
い
た
だ
く
と
、当
日
の
入
浴
料
を
サ
ー

ビ
ス
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉　

☎
20
・
５
５
２
６

　

町
で
は
、
母
子
家
庭
に
対
す
る
経
済
的
支
援
と
し
て
、
保

険
診
療
に
伴
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
町
が
代
わ
っ
て
支

払
う
「
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
7
月
か
ら
、
父
子
家
庭
へ
も
対
象
を
拡
大
し
、
名

称
を
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」
に
変
更
し
ま
す
。

　

父
子
家
庭
の
人
で
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

6
月
24
日
以
降
に
役
場
町
民
課
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
対　
象　
者
】

　

松
野
町
に
住
所
が
あ
り
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

１　

20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人

　

２　

 

右
記
1
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
未
満
の
就
職
や
結

婚
を
し
て
い
な
い
子
ど
も

【
所
得
制
限
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
年
少
扶
養
控
除
廃
止
等
に
よ
る
調
整
を

行
う
た
め
、
所
得
税
課
税
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

●
対
象
者
全
員
の
健
康
保
険
証

●
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

● 

子
ど
も
医
療
受
給
者
証
（
現
在
、
受
給
し
て
い
る
子
ど
も

が
い
る
場
合
）

　

※ 

個
々
の
状
況
に
よ
り
、
児
童
の
在
学
証
明
や
戸
籍
謄
本

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課　

児
童
福
祉
係

☎
42
・
１
１
１
３

父
子
家
庭
に
対
す
る
医
療
助
成
に
つ
い
て

〜
ひ
と
り
親
に
対
す
る
医
療
助
成
が
拡
大
さ
れ
ま
す
‼
〜

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
‼

　

不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防
、
救
急
、
警
察
や
鉄
道
、
航

空
機
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル

を
守
り
電
波
利
用
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
電
波
の
ル
ー
ル

と
電
波
障
害
な
ど
の
申
告
・
ご
相
談
は
、
四
国
総
合
通
信
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
期　
　

間
】

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

６
月
１
日
〜
10
日

　

総
務
省　

四
国
総
合
通
信
局

☎
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
５
５

○
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

　

１
１
８
万
円 

＋ 

｛ 

扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円 
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制

度
の
ご
案
内

あ
る
場
合
、
4
月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
引
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

○
二
年
目
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
に
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
人
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
、
平
成
27
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
年
金
事
務
所

☎
22
・
５
４
４
０



8

　日本遺族会は、「戦没者遺児による

慰霊友好親善事業」の参加者を募集し

ています。

　この事業は、厚生労働省から補助を

受け実施しており、先の大戦で父等を

亡くした戦没者の遺児を対象として、

父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊

追悼を行うとともに、現地の人々との

友好親善を図ることを目的としていま

す。

　参加費用として10万円の負担が必要

です。前回参加してから５年を経過

した人（平成21年度以前参加者）は２

回目の応募ができます。（終戦70周年

記念洋上慰霊については、５年を経過

していなくても応募が可能です。ただ

し、前回洋上慰霊参加者は応募できま

せん。）

　日程等の詳細は、日本遺族会事務局

（☎03・3261・5521）へご連絡ください。

「
難
病
医
療
相
談
」の
ご
案
内

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
難
病
患
者
等
の
療
養
上
の
解
消
を

図
り
、
総
合
的
な
地
域
ケ
ア
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
次

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
も
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素
な
給
付
措
置
）」・「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
る
段
階
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
具
体
的
な
申
請
の
方
法
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
速

や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素
な
給
付
措
置
）」

や
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
に
関
し
て
、

● 

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込

ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

● 

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡

素
な
給
付
措
置
）」
や
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

現
時
点
で
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
住
民
の
皆
様

の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照

会
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）

な
ど
を
偽
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

ら
、
迷
わ
ず
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
や
最
寄
り
の
警
察
署
（
ま

た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
☎
♯
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て
世
帯
特
例
給

付
金
」
の
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Informationお し ら せ

実 施 地 域 実　施　時　期 申込締切

１ 旧満州 Ｈ27.８.３～８.12 ９泊10日 Ｈ27.６.22

２ 旧ソ連 Ｈ27.８.24～９.１ ８泊９日 Ｈ27.７.13

３ 西部ニューギニア Ｈ27.９.９～９.18 ９泊10日 Ｈ27.７.28

４ ボルネオ・マレー半島 Ｈ27.９.16～９.25 ９泊10日 Ｈ27.８.４

５ マリアナ諸島 Ｈ27.９.24～９.30 ６泊７日 Ｈ27.８.12

６ 東部ニューギニア Ｈ27.10.３～10.10 ７泊８日 Ｈ27.８.26

７ 中国 Ｈ27.10.８～10.16 ８泊９日 Ｈ27.８.28

８ トラック・パラオ諸島 Ｈ27.10.31～11.７ ７泊８日 Ｈ27.９.18

９ ソロモン諸島 Ｈ27.11.７～11.14 ７泊８日 Ｈ27.９.25

10 ミャンマー Ｈ27.11.13～11.22 ９泊10日 Ｈ27.10.１

11 フィリピン Ｈ27.11.25～12.２ ７泊８日 Ｈ27.10.13

12 終戦70周年記念洋上慰霊 Ｈ28.２下旬～ ９泊10日 Ｈ27.12.５

実 施 地 域 実　施　時　期 申込締切

１ マーシャル・ギルバート諸島 Ｈ27.12.５～12.13 ８泊９日 Ｈ27.８.22

戦没者遺児の皆さんへ　平成27年度政府補助事業
～戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加募集のご案内～

○広域地域

○特定地域
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宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性

の
心
と
身
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
毎
月
第
１
火
曜
日　

13
時
〜
15
時

（
※
祝
日
の
場
合
は
、
第
２
火
曜
日
）

【
場　
　

所
】
宇
和
島
保
健
所
（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―
１
）

【
内　
　

容
】
面
接
相
談
（
予
約
制
）

電
話
相
談
は
随
時
（
平
日
９
時
〜
17
時
）
受
け

付
け
ま
す
。

【
担　
当　
者
】
保
健
師
（
必
要
に
応
じ
保
健
所
医
師
・
栄
養
士

が
対
応
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

難
病
・
母
子
保
健
係

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
６
０
）

　

28
・
６
１
０
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

「
女
性
の
一
般
健
康
相
談
」
の
ご
案
内

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

第36回青少年交流キャンプ参加者募集
　公益財団法人国際青少年研修協会では、富士山麓の自然豊かなキャンプ場で、全国から集まる青少年（日本人・
在日外国人）が、キャンプ生活や富士登山などの野外活動をともにしながら友情を深め、さまざまな体験を通して、「仲
間作り」「チャレンジ」の大切さや友だちと助け合う楽しさを学ぶことを目的として、次のとおり参加者を募集します。
【期　　間】８月３日㈪から６日㈭　３泊４日
【場　　所】静岡県立朝霧野外活動センター
【定　　員】日本人80人、外国人20人
【対　　象】小学３年生～中学３年生
【内　　容】富士登山、テント生活体験、野外炊飯体験、キャンプファイヤー、ワイドゲーム、アンダースタースリー

ピング（野宿体験）など
【問い合わせ先・資料請求先】
公益財団法人　国際青少年研修協会　☎03・6417・9721
E-mail：info@kskk.or.jp
〒141－0031　東京都品川区西五反田７―15―４　第三花田ビル４階

○ ＮＨＫ「俳句王国がゆく」公開収録と
放送日時等について

　ＮＨＫ松山放送局では、俳句を通して地域の魅力を
発信する番組「俳句王国がゆく」を年10回放送してい
ます。今回、５月30日㈯に松野町コミュニティセンター
で収録を行い、ゲストに小説家・詩人のねじめ正一さ
んと愛媛県出身でモデルのラブリさんを迎え、町の俳
人の皆さん等と一緒に俳句バトルを繰り広げます。そ
の模様を下記の日程で放送しますので、皆さんぜひご
覧ください。
【放送日時】６月21日㈰　15時～16時
　　　　　  【Eテレ】（放送予定）

○町制60周年記念
「もぎたてテレビ生放送」

　７月５日㈰愛媛県内で絶大な人気を誇る「もぎたて

テレビ」が、「道の駅虹の森公園まつの」から生放送。

当日は、松野町が誇る特産品のひとつ「桃」がお得に

お買い求めできるほか、「桃まつり」や予土うまいも

の合戦2015開幕戦」を同時に開催することとしており

ますので、皆さんのご来場をお待ちしております。

松野町制60周年記念事業　今後の主な日程

の
と
お
り
難
病
医
療
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
毎
月
第
３
火
曜
日　

15
時
〜
16
時
30
分

【
場　
　

所
】
宇
和
島
保
健
所
（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―
１
）

【
内　
　

容
】
面
接
相
談
（
予
約
制
）

随
時
相
談
、
訪
問
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
随

時
実
施
し
ま
す
。

【
担　
当　
者
】
保
健
師
（
必
要
に
応
じ
保
健
所
医
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
等
が
対
応
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

難
病
・
母
子
保
健
係

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
６
０
）

 

28
・
６
１
０
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
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６月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 月 可葛川以外町内全域

２ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

３ 水 粗大ごみ収集日／基幹集落センター 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

４ 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

５ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

６ 土

７ 日 当林整形外科クリニック☎23-0007
当沖循環器内科医院☎25-3335

当上田小児科・外科☎25-0100
当溜尾整形外科☎52-3133

８ 月 可葛川以外町内全域

９ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

10 水 粗大ごみ収集日／上家地集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

11 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

12 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

13 土

14 日 田休みの日 当善家外科脳神経外科☎22-1484
当くきた内科クリニック☎26-2260

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当松﨑クリニック☎58-4828

15 月 可葛川以外町内全域

16 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

17 水 粗大ごみ収集日／富岡集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

18 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

19 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

20 土

21 日 当加藤整形外科☎22-7111
当木村内科医院☎24-0030

当山下小児科☎23-0055
当岩村外科胃腸科☎52-3111

22 月 可葛川以外町内全域

23 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

24 水 粗大ごみ収集日／豊岡前公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

25 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

26 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

27 土

28 日 当二宮整形外科☎25-8600
当松浦内科医院☎23-1122

当こばやし小児科☎23-1150
当あべ医院☎32-2616

29 月 可葛川以外町内全域

30 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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